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＜外来情報＞

・古舘　ヨリ様～前回の採血結果、ＦＰＧ300ｍｇ/ｄｌ、ＨｂＡ1ｃ10.8％となっている。食べ過ぎに注意するように指導されている。

・板橋　雅勝様～八戸市立市民病院の検査結果を持参している。胃、大腸カメラ実施され、表層性胃炎と診断されており、特に処方は無く、出血の原因も痔や肛門が傷ついた事が原因ではないかとの事。
＜新患情報＞

中村　友清様（80）　　5月4日（月）川端Ｄｒ　　11：30来院、12：00診察予定
　八戸市南郷区にて妻・長女と3人暮らし。H26年頃には軽いもの忘れが見られており、話がかみ合わない事や、日中ぼんやりと過ごす事が多かった。また、視力低下が著しく、徐々に趣味の読書やテレビを見る頻度が減っていた。散歩を日課としていたが、目が見えず転倒する事が多くなっていた。H26年8月、転倒し、青森労災病院にて硬膜下血腫の手術を施行。術後、一時的に興奮しやすい状況が続き、3週間経過し退院後もしばらく興奮することはあったが、徐々に落ち着いていた。介護保険を申請し、デイサービスクローバーズピアに通所を開始。本人の楽しみになっていた。H27年2月に馬場町眼科にて白内障の手術を施行。以後は視力が回復し、日中活動的に過ごすようになった。H27年4月に入り、4/20にデイサービスで外出企画があり、買い物を楽しみにしていたが、日にちが近くなり、本人が「1万円持っていく」と話し、家族が金額が大きすぎる事を指摘すると怒ってしまったというトラブルがあった。H27.4.18頃、突然夕方から廊下を歩き回り、目つきが鋭くなり、「妻がいない」「どこに消えた！」と興奮する事があった。興奮は2～3時間でおさまったが、同日は不眠で、家中のドアを開けたり閉めたりを繰り返し、朝になると横になって眠る、という事が3日間続いていた。日中は穏やかで話も聞き入れる事ができていた。H27.4.21には夜間眠る事ができていた。上記状態についてかかりつけ医の南郷診療所に相談。漢方薬が処方になったが、精神科受診を勧められ、当センターへ相談。頭部ＣＴ、ＨＤＳ－Ｒ、ＭＭＳＥ、ＷＭＳ－Ｒ（論理Ⅰ）検査指示あり。
八森　タケ様　（79）　5月7日(木)　安ヶ平Ｄｒ　　11：00来院、11：30診察予定

現在、八戸市にて長女、次女と生活している。10数年前に脳梗塞を発症し岸原病院を受診。点滴療法実施、その後も通院・服薬を継続し状態安定していた。自宅にて家事等を行っていたが、肥満傾向で膝の痛みが出現し、長距離の歩行が困難となり、徐々に杖を使用するようになる。H25年頃に一時的に怒りっぽさが認めれたが、持続する事はなかった。岸原病院への通院は、長距離歩行が困難な為、娘が代理受診していたが、H26年頃より同院で家族の代理受診での処方が禁止され、以後通院は中断。H26年頃より同じ行動を繰り返す事や、水の出しっぱなし、家事ができなくなってきたと娘は感じていた。以後は主に娘達が家事を行っていたが、トイレ掃除やごみをまとめる仕事は本人が担当して行っていた。時折不眠を訴える事があり、日中に何度も欠伸をする事があった。また、入浴は行うが、下着を変えずに過ごしている様子であり、時折、トイレに間に合わず下着を汚す事が見られるようになった。H27年4月25日頃、起床後に眩暈が出現し、朝食後に嘔吐する事があったが、翌日以降は食事をとる事は出来ていたとの事。上記について、H27年に入り八戸市役所（課は不明）に娘が相談。認知症かもしれないと相談したところ、専門医の受診を勧められ、近医である当センターを紹介され相談に至る。　
　

山田　スミ子様　（70）　5月8日（金）馬渡Ｄｒ　　10：30来院、11：00診察予定

　4ヶ月程前に風邪をひいた事をきっかけに夜間入眠困難・不眠、倦怠感、意欲低下出現。食事は「食べなくては！」と思い1日3食摂取していた。“具合が悪い”とかかりつけ医の十和田第一病院を受診。検査入院勧められ入院し、諸検査行うも異常所見無し。アルプラゾラム（ソラナックス）（0.4）1Ｔ、レンドルミン（ブロチゾラム）（0.25）1Ｔが頓服薬として処方となり、服用開始。退院後も症状の改善無く、家事が一切できない状態で、体重も50ｋｇ位→45ｋｇ位へ減量。希死的発言は無いものの、“どうでもいい”と話す事がある。これまでに夜間の睡眠不安定さ出現した事あるが、今回が一番ひどく、症状も長引いている為専門病院受診を検討し、当院へ相談に至る。本人・家族共に入院治療も必要であればお願いしたいとの希望聞かれている。

